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無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ
J.S.Bach :  Sonaten für Violine Solo
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　山根一仁は、どこまでも自分に厳しく真摯な音楽家だ。そし
て日本人としてはめずらしく、自身固有の音と音楽をしっかり
持っているヴァイオリニストでもある。そんな山根が、数年を
ミュンヘンで過ごし、さまざまな経験を積み、昨年3月から
ヴァイオリン音楽の最高峰であるJ.S.バッハの無伴奏ヴァイオ
リン・ソナタ＆パルティータに独り挑んでいる。生涯を通じて
最も親しみ、かつ深く付き合うことになるであろう6つの至高
の世界との対話だ。
　前回の無伴奏パルティータ3曲のあと、山根にバッハの鍵盤
楽器のための傑作である《ゴルトベルク変奏曲》の弦楽三重奏
版に取り組まないか？と打診をした。山根は「ずっと興味を持
ち惹かれていた曲です。ぜひ！」と応じた。トッパンホールの
2023年ニューイヤーコンサートとして結実した公演がそれ
だ。お聴きになった方はもちろんのこと、お聴きいただけな
かった方にも、この経験は第2夜となるバッハ無伴奏ソナタの
演奏会に大きな影響を及ぼすであろうことは容易に想像でき
る。12月、ひとりリハーサルを重ねる山根から連絡がきた。
「一人で家でゴルトベルクをさらっていると、バッハの楽譜に
吸い込まれそうになる時があるんです」。なんて素敵な言葉、
感覚だろうか。ホールでのリハーサルが始まると休憩時や帰り
際に「ぼくがピアニストだったら一生この曲を弾き続けるだろ
うなあ。いい曲だなあ。ピアニストがうらやましい…」と連日
のように語っていた。
　三者三様の背景を持つユリアン・シュテッケル、原ハーゼル
シュタイナー麻理子とのゴルトベルク変奏曲、本曲の経験豊か

な2人を前に、思ったとおりにいかないことも多々あっただろうし、
自身のアイデアを3人がひとつになって実現した快感も随所にあっ
たに違いない。それが室内楽を弾くということのおもしろさでもあ
り難しさでもある。リハーサルを重ね本番を経て、彼の内面には、
バッハについて、ゴルトベルクや無伴奏ソナタについて、さらに新
たなアイデアや確信が頭をもたげてきたに違いない。今回は舞台に
たったひとりきりの無伴奏、それも踊りをもとにしたパルティータ
集ではなく、ソナタ3曲だ。眼前に屹立する頂はひときわ高い。
　人は、年を経るごとに経験は増え、さまざまな教えや影響も積み
重なっていく。出会った14歳の頃と較べ、彼を取り巻く環境や風
景は大きく変わったが、山根一仁の芯はまったくぶれていない。そ
れだけでも凄いことだ。普通はなかなかそうはいかない。山根は、
その頃から育んできた幹に、いろんな枝や葉をつけ、花を咲かせて
きた。これからも間違いなくそうであろう。バッハの傑作を前に時
に自身を小さく感じたり、やってきたことに不安を感じたりするこ
ともあるだろう。しかし、人
は成長しようと希求するかぎ
りは迷うもの。28歳を前にし
た山根一仁のJ.S.バッハへの
挑戦、その最終章は、彼の新
たなステージへの飛躍台とな
るに違いない。ぜひ皆さまと
一緒に見届けたい。それは
きっと皆さまにも元気や勇気
を与える演奏会となるだろう。
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